
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年８月５日

【四半期会計期間】 第109期第１四半期(自  平成23年４月１日  至  平成23年６

月30日)

【会社名】 株式会社栃木銀行

【英訳名】 THE TOCHIGI BANK, LTD.

【代表者の役職氏名】 取締役頭取    菊  池  康  雄

【本店の所在の場所】 栃木県宇都宮市西２丁目１番18号

【電話番号】 宇都宮  028(633)1241(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役経営企画部長    黒　本　淳　之　介　

【最寄りの連絡場所】 東京都台東区三筋１丁目１番１号

株式会社栃木銀行東京事務所

【電話番号】 東京  03(5823)7700

【事務連絡者氏名】 東京事務所長    下  山  孝  治

【縦覧に供する場所】 株式会社栃木銀行東京支店

　   (東京都台東区三筋１丁目１番１号)

　 株式会社栃木銀行大宮支店

　   (埼玉県さいたま市大宮区上小町482番１)

　 株式会社東京証券取引所

　   (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 (注)  東京支店は金融商品取引法の規定による縦覧場所ではありませ

んが、投資者の便宜のため縦覧に供するものであります。

　

EDINET提出書類

株式会社　栃木銀行(E03639)

四半期報告書

 1/19



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

　
平成22年度
第１四半期連結
累計期間

平成23年度
第１四半期連結
累計期間

平成22年度

　

(自平成22年
４月１日

至平成22年
６月30日)

(自平成23年
４月１日

至平成23年
６月30日)

(自平成22年
４月１日

至平成23年
３月31日)

経常収益 百万円 13,603 14,259 53,411

経常利益 百万円 2,494 221 7,563

四半期純利益 百万円 1,546 890 ―

当期純利益 百万円 ― ― 4,917

四半期包括利益 百万円 1,709 1,207 ―

包括利益 百万円 ― ― 1,519

純資産額 百万円 116,905117,119116,312

総資産額 百万円 2,455,9092,513,8312,462,168

１株当たり四半期純利益
金額

円 13.63 7.85 ―

１株当たり当期純利益
金額

円 ― ― 43.35

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益
金額

円 ― ― ―

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益
金額

円 ― ― ―

自己資本比率 ％ 4.67 4.56 4.63

(注) １  当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２  １株当たり情報の算定上の基礎は、「第４  経理の状況」中、「１  四半期連結財務諸表」の「１株当たり情

報」に記載しております。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４  平成22年度第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定に当たり、「包括利益の表示に関する会計基

準」(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当行グループ(当行及び当行の関係会社)が営む事業の内容につい

ては、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当ありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)におけるわが国経済は、

東日本大震災の影響による急激なショックによる落ち込みから再び浮揚し始めております。部品のサプ

ライチェーン復旧に伴う生産や輸出の持ち直しが原動力になっております。

当行の主たる営業基盤である栃木県経済についても、東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の

影響を受け弱含んでおりますが、鉱工業生産や個人消費が持ち直しつつあります。

このような環境の下、当行およびグループ会社は業績の伸長と効率化に努めてまいりました結果、当第

１四半期連結累計期間における経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。

経常収益は、国債等債券売却益の増加等により前年同期比６億56百万円増加の142億59百万円となりま

した。また経常費用については、不良債権処理費用及び株式等売却損の増加等により前年同期比29億30百

万円増加し140億38百万円となりました。

この結果、経常利益は２億21百万円、四半期純利益は８億90百万円となりました。

当第1四半期連結会計期間末の資産は、有価証券の増加等により前連結会計年度末比516億円増加し、２

兆5,138億円となりました。負債は、預金の増加等により前連結会計年度末比508億円増加し、２兆3,967億

円となりました。また純資産は、利益計上に伴う利益剰余金の増加等により前連結会計年度末比８億円増

加の1,171億円となりました。

なお、主要勘定の状況は次のとおりとなりました。

○  預金

個人預金の増加等により、預金残高は前連結会計年度末比420億円増加し２兆3,299億円となりま

した。

○  貸出金

資金需要が低迷し、貸出金残高は前連結会計年度末比36億円減少し１兆6,178億円となりました。　

○  有価証券

市場動向を注視しつつ国債及び社債を中心に運用に努めた結果、有価証券残高は前連結会計年度

末比351億円増加し6,739億円となりました。　
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①  国内・国際業務部門別収支

当第１四半期連結累計期間の資金運用収支は93億円、役務取引等収支は５億円、その他業務収支は17

億円となりました。

このうち、国内業務部門の資金運用収支は92億円、役務取引等収支は５億円、その他業務収支は17億

円となりました。また、国際業務部門の資金運用収支は0.9億円となりました。

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 9,576 93 9,669

当第１四半期連結累計期間 9,221 96 9,317

  うち資金運用収益
前第１四半期連結累計期間 10,332 112

18
10,426

当第１四半期連結累計期間 9,724 111
14

9,822

  うち資金調達費用
前第１四半期連結累計期間 756 19

18
756

当第１四半期連結累計期間 503 15
14
504

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 413 5 418

当第１四半期連結累計期間 580 4 584

  うち役務取引等
  収益

前第１四半期連結累計期間 1,127 7 1,135

当第１四半期連結累計期間 1,338 6 1,345

  うち役務取引等
  費用

前第１四半期連結累計期間 714 2 716

当第１四半期連結累計期間 758 2 761

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 637 13 651

当第１四半期連結累計期間 1,729 12 1,742

  うちその他業務
  収益

前第１四半期連結累計期間 637 13 651

当第１四半期連結累計期間 1,988 12 2,001

  うちその他業務
  費用

前第１四半期連結累計期間 ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 259 ― 259

(注) １  「国内業務部門」とは当行の円建取引及び連結子会社、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引であります。

ただし、円建対非居住者取引は国際業務部門に含めております。

２  資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利

息(外書き)であります。
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②  国内・国際業務部門別役務取引の状況

当第１四半期連結累計期間の役務取引等収益は13億円、役務取引等費用は７億円となりました。

このうち、国内業務部門の役務取引等収益は13億円、役務取引等費用は７億円となりました。

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 1,127 7 1,135

当第１四半期連結累計期間 1,338 6 1,345

  うち預金・貸出
  業務

前第１四半期連結累計期間 313 ― 313

当第１四半期連結累計期間 342 ― 342

  うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 465 7 473

当第１四半期連結累計期間 447 6 454

  うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 13 ― 13

当第１四半期連結累計期間 24 ― 24

  うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 188 ― 188

当第１四半期連結累計期間 299 ― 299

  うち保護預り・
  貸金庫業務

前第１四半期連結累計期間 7 ― 7

当第１四半期連結累計期間 7 ― 7

  うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 6 0 6

当第１四半期連結累計期間 5 0 5

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 714 2 716

当第１四半期連結累計期間 758 2 761

  うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 84 2 87

当第１四半期連結累計期間 84 2 87

(注)  「国内業務部門」とは当行の円建取引及び連結子会社、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引であります。た

だし、円建対非居住者取引は国際業務部門に含めております。
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③  国内・国際業務部門別預金残高の状況

○  預金の種類別残高(末残)

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第１四半期連結会計期間 2,290,801 4,869 2,295,671

当第１四半期連結会計期間 2,324,668 5,285 2,329,954

  うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 1,032,895 ― 1,032,895

当第１四半期連結会計期間 1,096,972 ― 1,096,972

  うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 1,250,701 ― 1,250,701

当第１四半期連結会計期間 1,219,939 ― 1,219,939

  うちその他
前第１四半期連結会計期間 7,204 4,869 12,074

当第１四半期連結会計期間 7,756 5,285 13,042

譲渡性預金
前第１四半期連結会計期間 ― ― ―

当第１四半期連結会計期間 26,354 ― 26,354

総合計
前第１四半期連結会計期間 2,290,801 4,869 2,295,671

当第１四半期連結会計期間 2,351,023 5,285 2,356,308

(注) １  流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２  定期性預金＝定期預金＋定期積金

３  「国内業務部門」とは当行の円建取引、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引であります。ただし、円建対

非居住者取引は国際業務部門に含めております。

　

EDINET提出書類

株式会社　栃木銀行(E03639)

四半期報告書

 6/19



　

④  国内・国際業務部門別貸出金残高の状況

○  業種別貸出状況(残高・構成比)

　

業種別
平成22年６月30日 平成23年６月30日

貸出金残高(百万円) 構成比(％) 貸出金残高(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

1,560,746100.00 1,617,847100.00

  製造業 156,029 10.00 155,035 9.58

  農業，林業 5,529 0.35 6,730 0.42

  漁業 70 0.01 80 0.01

  鉱業，採石業，砂利採取業 2,877 0.18 2,788 0.17

  建設業 77,244 4.95 77,229 4.77

  電気・ガス・熱供給・水道業 7,309 0.47 6,217 0.38

  情報通信業 5,508 0.35 5,529 0.34

  運輸業，郵便業 52,394 3.36 56,412 3.49

  卸売業，小売業 158,719 10.17 155,338 9.60

  金融業，保険業 54,971 3.52 71,803 4.44

  不動産業，物品賃貸業 300,898 19.28 300,595 18.58

  各種サービス業 164,465 10.54 175,693 10.86

  地方公共団体 116,433 7.46 130,865 8.09

  その他 458,293 29.36 473,527 29.27

海外及び特別国際金融取引勘定分 ― ― ― ―

  政府等 ― ― ― ―

  金融機関 ― ― ― ―

  その他 ― ― ― ―

合計 1,560,746― 1,617,847―

(注)  「国内」とは、当行及び連結子会社であります。

　

(2) 対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(3) 研究開発活動

該当ありません。

　

(4) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の従業員数に著しい増加又は減少はありません。

　

(5) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の主要な設備及び前連結会計年度末に計画中であっ

た重要な設備の新設、除却等について、著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 212,000,000

計 212,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 114,108,000同左
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 114,108,000同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当ありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当ありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当ありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 114,108 ― 27,408,527 ― 26,150,568

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 682,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

112,111,000
112,111 ―

単元未満株式
普通株式

1,315,000
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 114,108,000― ―

総株主の議決権 ― 112,111 ―

(注) １  上記の「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が 12千株含まれており

ます。

    また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権が12個含まれております。

２  上記の「単元未満株式」の欄の普通株式には当行所有の自己株式540株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社栃木銀行

栃木県宇都宮市
西２丁目１番18号

682,000 ― 682,000 0.59

計 ― 682,000 ― 682,000 0.59

(注)  株主名簿上は当行名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)あります。な

お、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式に含めております。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、

「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

　

２  当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(自  平成23年４月

１日  至  平成23年６月30日)及び第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30

日)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社　栃木銀行(E03639)

四半期報告書

10/19



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

現金預け金 130,097 126,451

コールローン及び買入手形 4,822 4,601

商品有価証券 156 183

金銭の信託 8,360 8,011

有価証券 638,793 673,931

貸出金 ※1
 1,621,460

※1
 1,617,847

外国為替 1,083 887

その他資産 15,585 41,879

有形固定資産 24,197 24,039

無形固定資産 3,405 3,215

繰延税金資産 24,444 25,009

支払承諾見返 6,733 6,290

貸倒引当金 △16,973 △18,517

資産の部合計 2,462,168 2,513,831

負債の部

預金 2,287,937 2,329,954

譲渡性預金 19,639 26,354

借用金 3,609 5,272

外国為替 60 24

その他負債 13,722 15,480

賞与引当金 1,022 251

役員賞与引当金 29 14

退職給付引当金 10,589 10,607

役員退職慰労引当金 431 375

睡眠預金払戻損失引当金 200 196

偶発損失引当金 176 187

再評価に係る繰延税金負債 1,701 1,701

支払承諾 6,733 6,290

負債の部合計 2,345,855 2,396,712
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

資本金 27,408 27,408

資本剰余金 26,150 26,150

利益剰余金 65,896 66,389

自己株式 △445 △446

株主資本合計 119,009 119,502

その他有価証券評価差額金 △3,783 △3,514

土地再評価差額金 △1,189 △1,189

その他の包括利益累計額合計 △4,972 △4,703

少数株主持分 2,276 2,320

純資産の部合計 116,312 117,119

負債及び純資産の部合計 2,462,168 2,513,831

EDINET提出書類

株式会社　栃木銀行(E03639)

四半期報告書

12/19



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

経常収益 13,603 14,259

資金運用収益 10,426 9,822

（うち貸出金利息） 8,289 7,990

（うち有価証券利息配当金） 2,119 1,804

役務取引等収益 1,135 1,345

その他業務収益 651 2,001

その他経常収益 1,389 ※1
 1,090

経常費用 11,108 14,038

資金調達費用 756 504

（うち預金利息） 734 473

役務取引等費用 716 761

その他業務費用 － 259

営業経費 6,937 7,061

その他経常費用 ※2
 2,697

※2
 5,451

経常利益 2,494 221

特別利益 154 6

固定資産処分益 1 3

償却債権取立益 145 －

その他 6 3

特別損失 96 7

固定資産処分損 7 1

その他 88 5

税金等調整前四半期純利益 2,552 220

法人税、住民税及び事業税 59 61

法人税等調整額 854 △779

法人税等合計 914 △717

少数株主損益調整前四半期純利益 1,638 938

少数株主利益 92 47

四半期純利益 1,546 890
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,638 938

その他の包括利益 71 269

その他有価証券評価差額金 71 269

四半期包括利益 1,709 1,207

親会社株主に係る四半期包括利益 1,617 1,159

少数株主に係る四半期包括利益 92 47

EDINET提出書類

株式会社　栃木銀行(E03639)

四半期報告書

14/19



　

【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日)を適用しております。

なお、「金融商品会計に関する実務指針」(日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号)に基づき、当第１四

半期連結累計期間の「償却債権取立益」は、「その他経常収益」に計上しておりますが、前第１四半期連結累計期

間については遡及処理を行っておりません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

破綻先債権額 2,374百万円

延滞債権額 31,265百万円

３ヵ月以上延滞債権額 141百万円

貸出条件緩和債権額 5,109百万円

破綻先債権額 2,382百万円

延滞債権額 34,042百万円

３ヵ月以上延滞債権額 63百万円

貸出条件緩和債権額 3,110百万円

      なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。

      なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

――― ※１　その他経常収益には、償却債権取立益165百万円を

含んでおります。

※２　その他経常費用には、貸出金償却493百万円、貸倒引

当金繰入額261百万円及び株式等償却1,278百万円を

含んでおります。

※２　その他経常費用には、貸出金償却583百万円、貸倒引

当金繰入額1,834百万円、株式等売却損1,709百万円

及び株式等償却686百万円を含んでおります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

　

減価償却費 578百万円
　

減価償却費 589百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１  配当金支払額

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 397 3.5平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当ありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１  配当金支払額

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 396 3.5平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当ありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

　 　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 円 13.63 7.85

 (算定上の基礎) 　 　 　

  四半期純利益 百万円 1,546 890

  普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

  普通株式に係る四半期純利益 百万円 1,546 890

  普通株式の期中平均株式数 千株 113,446 113,426

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当ありません。

　

２ 【その他】

該当ありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成23年８月４日

株式会社   栃   木   銀   行

取     締     役     会  御中

　

 

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ　
　

指定有限責任社員
業務執行社員 　公認会計士    三    澤    幸 之 助    ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員 　公認会計士    弥    永    め ぐ み    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社栃木銀行の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社栃木銀行及び連結子会社の平成23年

６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

 
 

※１  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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